
町では，老朽化が著しく耐震性に課題のある現役場本庁舎の整備を進めています。そこで，これまでの経過
や基本的な考え方などについてお知らせします。

これまでの経過
　本庁舎（北棟・南棟）は，昭和56年に施行された現行の耐震基準以前に建設されており，平成26年度に実施
した耐震診断調査においては，建物の耐震性が基準を下回っており，地震の振動および衝撃に対して倒壊し，
または崩壊する危険性があると判定されました。
　これを受けて，平成29年４月に「神石高原町庁舎建設検討委員会」を設
置し，耐震性の課題解決に向けた調査・検討を進めてきました。
本庁舎の課題
○耐震性の課題
　�本庁舎は，耐震性の不足により，地震時の安全面や防災拠点としての問
題を抱えています。特に南棟については，建築から59年が経過し，コン
クリート強度の不足により耐震改修もできない状況となっています。
○老朽化の課題
　特に内装の傷みは激しく，壁面のひび割れなどが見られます。
○利便性の課題
　�一部の部署が分散していることから，手続きによっては不便をかける結果となっています。また，本庁舎２
階については，通路幅が狭く，来庁者が多い時期には混雑する状況となっています。
○アクセス機能の課題
　県道から本庁舎までの進入路の幅員が狭く，見通しの悪い箇所もあり危険な状況となっています。
検討委員会での協議結果
�　検討委員会での協議の結果，町の財政負担を軽減するため，合併特例債を活用して建て替えることが決定さ
れました。
�　また，候補地についても「コンパクトシティの形成」や「行
政サービスのワンストップ化の推進」を図るため，６候補
地の中から「保健福祉センター周辺」が第１候補地として
決定され，６月12日に町長へ意見書が提出されました。
建設場所の決定
�　町は，保健福祉センター周辺の用地取得の見通しが立っ
たことから，７月４日の臨時議会において本庁舎の位置を
変更する条例改正案を上程し，可決されました。
今後の予定
　今後，合併特例債の適用期限である平成31年度末の完成
を目指して新庁舎建設事業を進めていきます。引き続き，
広報紙や町ホームページで，基本計画（機能，規模，概算
事業費など）や進捗状況をお知らせします。

新庁舎建設事業 ①　建設場所が決定しました

【お問い合わせ先】政策企画課　☎89-3351
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